
 

＜徒歩の場合＞ 

避難可能距離 

500m～900m 

避難施設 

地震発生後に

避難を開始す

るまでの時間 

避難可能時間 

（移動時間） 

高所への

避難時間 

15分 15分 15分 

自宅 

津波到達予想時間 45 分 

津波避難施設の整備に関する基本的考え方（H25.3月策定）抜粋 

対象エリア：仙台東部道路より東側を中心に津波避難施設整備の検討地域とする。※対象エリア外でも必要に応じて検討する。 

津波到達予想時間：45分程度を設定する。 

 

＜自動車の場合＞ 

自宅 
避難可能距離 

5400m～7200m 

避難開始時間 避難可能時間（移動時間） 

15分 30分 

○対象エリアの考え方 

・原則徒歩による避難を想定する。（自転車も含む） 
・自動車避難が想定される避難者を考慮する。 

15分以内 15分(標準値) 15分 5分または 
15分以内 

40分または30分(標準値) 

○徒歩・自動車避難の考え方  

＜徒歩の場合＞ 避難施設 

仙台市では多重防御の考えのもと、１点目は海岸や河川の堤防、海岸防災林の整備、かさ上げ道路によ
る津波の減災対策、２点目は最大クラスの津波の際にも円滑に避難できるための津波避難タワー等など
の避難場所や避難道路の整備、３点目は津波被害の危険性が高い地域の集団移転を促進し、津波対策
に関して総合的に推進していきます。 

「自分の命は自分で守る」の考えのもとに、地域の実情
に合った避難計画の作成や避難訓練を実施し、避難意
識の定着を図っていきます。 

市民の皆様が確実
に避難行動をとって
いただくために周知
啓発として「津波か
らの避難の手引き」
を震災後に作成配
布しています。 
 



津波避難施設整備位置図 

中野五丁目津波避難タワー 
（タワー型・300人) 
平成27年2月完成 

岡田小学校 
（津波避難屋外階段） 

平成27年3月完成 

港南津波避難タワー 
（タワー型・250人) 
平成28年3月完成 

新浜津波避難タワー 
（タワー型・250人) 
平成28年12月完成 

笹屋敷津波避難ビル 
（ビル型・300人) 
平成29年3月完成 

井土津波避難タワー 
（タワー型・125人) 
平成28年7月完成 

種次津波避難ビル 
（ビル型・100人) 
平成29年1月完成 

屋上への津波避難階段
を設置した小・中学校 

整備予定の津波避難施設 

（収容人員） 

東部道路法面の避難階段
（5箇所） 
※NEXCO東日本で整備済 

【凡例】 

ビル型 
（消防団施設併設） 

津波避難施設 

タワー型 津波避難屋外階段 

背景図  
津波からの避難の手引き 

高砂中学校 
（津波避難屋外階段） 

平成27年3月完成 
 

 

三本塚長屋敷津波避難タワー 
（タワー型・150人) 
平成28年12月完成 

二木津波避難ビル 
（ビル型・400人） 
平成29年1月完成 

岡田津波避難ビル 
（ビル型・400人) 
平成29年3月完成 

南蒲生津波避難タワー 
（タワー型・250人) 
平成28年12月完成 

三本塚津波避難ビル 
（ビル型・250人) 
平成29年3月完成 

平成２９年３月 津波避難施設 全１３施設完成 


